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1章 はじめに 

本手順書は、「マイＭＥ-ＢＹＯカルテ」連携アプリケーション認定制度実施要綱第４条の

規定に基づきアプリケーション連携についての具体的な作業手順を定めたものである。な

お、連携アプリケーション認定に係る手続きについては、「「マイＭＥ-ＢＹＯカルテ」連携

アプリケーション認定手順書（認定手続編）」にて別途定めている。 

 

2章 連携の前提条件 

  神奈川県が保持する神奈川県健康情報等プラットフォームへのシステム連携を行うにあ

たり、必要となる前提条件を以下に記す。 

 

（１） 連携にあたっては、神奈川県が定める運用管理規定（神奈川県セキュリティポリシ

ー）に従うこと。 

（２） 神奈川県から連携アプリケーションの認定を受けていること。 

（３） 本番環境でのテストユーザの作成を行う場合の氏名は、「テスト ○○」など、テス

トデータであることがわかるものにし、連携システムテスト終了時に削除が行える

よう各連携先で管理を行うこと。 

氏名以外でも住所・電話番号・傷病名などの個人情報について同様にテストデー

タであることを明示すること。 

※データ分析を行う際の不正データ混入を防ぐため 

（４） 「別紙３_連携データ項目一覧」記載のデータ仕様に基づいた連携を行うこと。 

（５） 「別紙１_マイＭＥ-ＢＹＯカルテ連携仕様書」「別紙２_マイＭＥ-ＢＹＯカルテ連携

API 仕様書」記載の連携仕様に基づいた連携を行うこと。 

（６） 神奈川県健康情報等プラットフォームとの通信は SSL（Secure Sockets Layer）通

信とすること。 
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3章 連携にあたっての手順 

（１） 神奈川県より提示するアプリ連携チェックシートに記載の入力項目について記載を

行う。 

 

           図１. アプリ連携チェックシート（イメージ） 

 

 

（２） 神奈川県より提示する「別紙３_連携データ項目一覧」から連携するデータ項目を決

定する。 

 

              図２. 連携データ項目一覧（イメージ） 
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（３） 神奈川県より提示する「別紙１_マイＭＥ-ＢＹＯカルテ連携仕様書」において連携

仕様及び処理シーケンスを確認する。 

 
図３. 連携マイＭＥ-ＢＹＯカルテ連携仕様書（イメージ） 

 

 

（４） 神奈川県から提示する「別紙２_マイＭＥ-ＢＹＯカルテ連携 API 仕様書」に基づき、

神奈川県健康情報等プラットフォームに格納を行う API インタフェースを確認す

る。 

 
図４.マイＭＥ-ＢＹＯカルテ連携 API 仕様書（イメージ） 

 

 

（５） 上記（１）～（４）において、確認が必要な事項があれば、神奈川県より提示する

ヒアリング QA シートに内容を記載する。 

 

         図５. ヒアリング QA シート（イメージ） 
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（６） 上記（１）アプリ連携チェックシートと（２）連携データ項目一覧を神奈川県に送

付する。 

（７） 下記の打合せ依頼を神奈川県より提示する。 

① 第１回連携打合せ：資料等（上記（１）～（５））に基づき協議 

② 第２回連携打合せ：下記項目の合意 

(ア) 連携項目 

(イ) データ送信タイミング 

(ウ) 全体運用フロー 

③ 以降、開発の進行に合わせ、随時打合せを実施。 

 

4章 連携中の作業 

 神奈川県健康情報等プラットフォームとの連携が確立されている期間においては、神奈

川県健康情報等プラットフォームへのデータ送信 API が正常に動作しているかのチェック

（API 生存確認、ログ監視）を行うとともに、異常を検知した場合は速やかに神奈川県へ

報告を行う。また、神奈川県健康情報等プラットフォーム側で検知したエラー等について

も必要に応じて各社連携先担当者に対して確認・調査依頼の問合せを行う場合があり、そ

の際は上記同様速やかな対応を行う。 

なお、システムの運用を実施する上で下記項目について準拠すること。 

・ プログラム・マスタ・データを始め、システム環境の変更時には、事前に神奈川県

にその内容を共有し、協議を実施する。 

・ 変更後には、システム変更報告を実施すること。翌営業日または事前申請時に取り

決めた時間帯までに実施を行う。 

・ システム調査含めて神奈川県の許可なく神奈川県健康医療情報等プラットフォーム

より取得した実データにアクセスしない。 

 

5章 連携停止・終了にあたっての手順 

神奈川県健康情報等プラットフォームとの連携を停止・終了する場合は、神奈川県に連

絡をすること。また、下記の実施を行うこと。 

・ 業務システムのユーザＩＤ、テストＩＤを取得している場合は神奈川県に削除申請

を行う。または、マイＭＥ-ＢＹＯカルテから削除を実施する。 

・ 連携業務で入手した秘密情報（連携業務情報・秘密情報）を、パソコン等に保有した

ままとなっていないか確認し、保有していた場合は廃棄／削除（シュレッダー・破壊・

データ削除等）を行う。 

・ 神奈川県に秘密情報の廃棄の確認に関する書類を提出する。 

 


